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～地域とともに歩む学校を目指して～

長崎県西彼杵郡時津町
●活動名 ●関係する学校名

時津北小学校地域協働本部 時津町立時津北小学校    

のべ
学級数

15 学級
のべ
児童・
生徒数

活動区分
学校支援活動 ー 地域人材育成

地域未来塾 ー ー

1
協働活動
開始年度

平成 29 年度
関係
学校数

318

無
平成29年4月1日設置 115人

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

配置人数

1人 9人

学校運営協議会
指定・設置日 ボランティ

アの数

延べ登録人数 企業・ＮＰＯ
等との連携

校

・見守り活動では、登下校の挨拶のみではなく、「ちゃんとご飯食べてきたね。」「おはよう。今日は元気ないね。どうしたの。」等、温かい
言葉をかけたり、会話をしたりするように心がけている。
・ふるさとである時津町のよさを実感させるために、各種団体の協力のもと、地域の風土や伝統に根差した取組（「ペーロン」「かんころ
もち作り」「みかん狩り」等）を多く取り入れている。

参考URL http://www1.cncm.ne.jp/~togitsukita-e/

●連絡先 時津町教育委員会社会教育課 095-882-2211

●
活
動
の
概
要
・
経
緯

　学校と地域で決めた共有目標のもと、地域のニーズを学校運営に反映させ、学校の求めを地域が円滑に支援するために、シニ
アクラブや地域の青年団体、図書ボランティア、長崎大学学生ボランティアなど、様々な関係団体が学校と繋がり、活動を行って
いる。
　当地域協働本部は、「学習支援部」「環境整備部」「地域体験部」「安全安心部」から成り、各部に関係団体が所属している。４月
の総会の際には、「体験ペーロン部会」「米作り部会」「サマースクール部会」等、さらに細かく部会を設けて、年間の活動計画を協
議する。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

①活動に応じた部会の設置・・・活動に参画する各種団体関係者が一同に会し（北小地域協働本部総会）、日程や活動内容の確認をする。
②朝の見守り活動・・・シニアクラブの協力のもと、校区内の要所要所で子供たちの安全のために立哨活動を行っている。
③文字、活字に触れる機会の充実を目指した活動・・・読書活動の充実と本好きの子供を育てるため、保護者を中心に図書ボランティア「ブック
ロー」を発足。また、シニアクラブ有志による「読み聞かせ隊」を発足し、授業前の読み聞かせ活動を低学年を対象に実施。
④サマースクールの開講・・・夏休み期間中、子供たちの安全・安心な居場所作りと学力の向上のため、サマースクールを開講（14日程度）してい
る。教科を算数科のみに絞り、主に地域の元教員や大学生ボランティアが指導にあたっている。
⑤ペーロン体験・・・地域住民によるペーロンチーム「海遊会」協力のもと、高学年を対象にペーロン体験を実施。

【実施に当たっての工夫】

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

　地域学校協働活動を通し、地域の各種団体や長崎大学の学生ボランティア等、様々な団体とつながりができている。シニアクラブと
子供たちとの活動では、交流が深まり、地域に顔見知りの大人が増えることで、安全・安心な町づくりにもつながっている。子供だけでな
く、大人同士のつながりや、地域と学校との交流も深まり、住民の学校理解の促進につながると同時に、地域の方々にとっては、様々
な活動に参画することが、やり甲斐や生き甲斐にもつながっているのではないかと感じる。子供たちも、様々な活動を通して体験を豊
かにし、感謝や思いやりの心を育んでいる。

● その他

・図書ボランティア「ブックロー」は、学校図書館の環境整備の他にも、自ら企画・運営して、新春福引き会（写真左）を開催している。
・サマースクール(写真右)には、毎年30名以上の５・６年生が参加している。算数科の復習を中心に取り組んでいる。
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地域協働本部
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